
委託業務施行成績評定の改正概要について

１．委託業務施行成績評定基準改正内容

２．減点評価から加点評価への変更及び減点項目の追加

３．施工管理業務の成績採点表を新設
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１ 委託業務施行成績評定基準改正内容

①「業務執行に係る過失に伴う減点」項目の追加及び減点から加点評価に変更

・業務履行上の過失や中立性・公平性及び守秘性に係る過失において、関係者から苦情が寄せ
られるなど、問題が認められた場合に「事故等による減点」と同様に減点評価を行うことで、
減点評価理由の明確化を図る。

・現行の評価項目の「業務執行技術力」、「工程管理能力」を減点評価から加点評価に変更する。

②施工管理業務の成績採点表を新設

・工事施工管理委託については、現行の採点表ではコミュニケーション力や成果品の品質とい
った評価しにくい項目があることから、新たに「施工管理業務」として評価項目及び成績採
点表を追加する。

平成22年4月1日以後に完了する業務から適用する。
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２ 減点評価から加点評価への変更及び減点項目の追加
①改正の概要（設計業務の例）

評 価 項 目

提案力、改善力

業務執行技術力 ※太字は減点評価を加
専門技術力 点評価に変更する。

施工時への配慮

コスト把握能力
プロセス評価

工程管理能力 ※太字は減点評価を加
点評価に変更する。

管理技術力 品質管理能力

迅速性、弾力性、調整能力

コミュニケーション力 説明力、プレゼンテーション力、協調性

取組姿勢 責任感、積極性、倫理観

結果評価 成果品の品質

評定点の小計

業務執行に係る過失に伴う減点 ※行書体は業務執行に
係る過失に伴う減点

事故等による減点 項目を追加する。

総合評定点
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②評価の概要（設計業務の例）

現行は減点評価

評価項目 評価の視点 得 点 得点率 評 価 細 目

評価細目チェック数 □・契約締結後１４日以内に業務工程表が提出されない
工程管理 実施手順、 30 0＝「1.0」 など、速やかに業務着手がなされなかった。
能力 工程計画 18 1＝「0.6」

6 2＝「0.2」 □・業務工程表には、設計図書に示された事項が適切に
反映されていなかった。

改正後は加点評価

評価項目 評価の視点 得 点 得点率 評 価 細 目

評価細目チェック数 □・契約締結後１４日以内に業務工程表が提出される
工程管理 実施手順、 6 0＝「0.2」 など、速やかに作業（業務）着手がなされた。
能力 工程計画 18 1＝「0.6」

30 2＝「1.0」 □・業務工程表には、設計図書に示された事項が適切に
反映されていた。
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③「業務執行に係る過失に伴う減点」項目の追加（設計業務成績採点表の例）

評価項目 評価の視点 得 点 得点率 評 価 細 目

□・業務執行上、指摘又は指導等を行ったが、改
善されなかった。

□・関係者から苦情が寄せられる等、問題が認め
業務執行 評価細目チェック数 減点評価 られた。又は、問題発生時の情報連絡等、対
上の過失 １つ毎に３点減点 （最大１５点減点） 応が適切に行われなかった。

業務執行に □・業務処理のミスにより大きな手戻りが生じた。
係る過失に □・業務実施体制に問題があった。
伴う減点 □・その他（理由： ）

評価細目に１つでも □・業務に関する情報漏洩があり、受託者の責任
守秘性に チェックがあれば 減点評価 によるものと発注者が判断した。
係る過失 ３点減点 （最大３点減点） □・その他（理由： ）

④現行と新設する成績採点表

現行の成績評定 改正後の成績評定

①地質調査、単純調査業務、測量業務 ①地質調査、単純調査業務、測量業務

②用地測量、用地調査等業務 ②用地測量、用地調査等業務

③調査業務、計画業務 ③調査業務、計画業務

④設計業務 ④設計業務

⑤施工管理業務 新 設
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３ 施工管理業務の成績採点表を新設

評 価 項 目 評 価 の 視 点

目的と内容の理解 業務主旨の理解

法令・技術基準の知識

的確な履行 業務内容についての判断
専門技術力

関係者とのコミュニケーション
プロセス評価

必要事項の記載
業務目的の達成度

的確な取りまとめ

業務実施体制の的確性 業務実施体制の的確性

管理技術力 打合せの理解度 打合せの理解度

指揮系統の迅速性、確実性 指揮系統の迅速性、確実性

取組姿勢 責任感、積極性 責任感、積極性

評定点の小計

業務執行に係る過失に伴う減点

事故等による減点

総合評定点


